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  お知らせ  

                 令和６年３月１日（金）                  

                 一般社団法人日本蕎麦協会 

 

「令和５年度第３５回全国そば優良生産表彰」 

農林水産大臣賞ほか各賞受賞者の決定について 

 

 一般社団法人日本蕎麦協会主催の「令和５年度第３５回全国そば優良

生産表彰事業」による農林水産大臣賞ほか各賞を、下記のとおり決定い

たしました。 

 なお、表彰式は、下記の通り開催いたします。 

 

 

記 

 

１ 受賞者 

 

   別紙のとおり 

 

 ２ 表彰式 

 

   令和６年３月２７日（水） 

   １５：００～ 如水会館（東京都千代田区） 
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（参考）全国そば優良生産表彰事業の概要 

 

目   的：国産そばの生産を奨励し、消費者へ良質なそばを安定的に

提供するため、低コスト・品質向上などの面で模範となる

生産農家及び生産集団を表彰し、その成果を広く紹介・普

及する（平成元年度から実施、今回で３５回目）。 

 

成   果：これまで、品質・生産性向上に努力した生産農家及び生産

集団が受賞し、６次産業化、ブランド化の成功にもつなが

ったほか、地域のそば振興のモデルとなっている。 

 

農林水産大臣賞の受賞者の特色：収量が好成績であり、低コスト化を図

ることで効率的な経営を行っている。

作付体系についても他の範となる点

が評価された。 

 

主催：一般社団法人日本蕎麦協会 

 

後援：農林水産省、全国農業協同組合中央会、日本農業新聞 

 
協賛：一般社団法人日本麺類業団体連合会、全国蕎麦製粉協同組合、 

全国農業協同組合中央会、玄蕎麦流通協議会 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ先 
 

  一般社団法人日本蕎麦協会 
 
 電 話 03-3264-3801 

 メール info @ nihon-soba-kyokai.or.jp 

  ＵＲＬ http://www.nihon-soba-kyokai.or.jp 

 



（別紙）

表彰の種類 受　賞　者　名 所在地

農林水産大臣賞 吹野　健司 茨城県笠間市

農林水産省農産局長賞 農事組合法人越前国中 福井県越前市

一般社団法人

全国農業協同組合中央会会長賞 山口　修司 茨城県阿見町

全国蕎麦製粉協同組合理事長賞 株式会社天下森振興公社 秋田県横手市

一般社団法人

日本蕎麦協会会長賞 太田enjoy農楽舎 福井県美浜町

令和５年度第３５回全国そば優良生産表彰受賞者一覧

　　令和６年２月２１日　審査委員会決定



氏名・集団名 吹
ふき

　野
の

　 健
けん

　司
じ

所在地 茨城県笠間市

立地・生育条件
笠間市は茨城県の中央に位置、ほ場は市の北東部。概ね平坦な地形で土壌は黒ボク土。年平
均気温13.8℃、年間降水量1,383mm。播種時期に降雨がなく適期播種ができた。

年産 令和５年産

品種・単収・品質 常陸秋そば（162kg／10a・1等）

そば作付面積 7.1ha　〈畑7.1ha〉

収穫量 11,543kg

労働時間 3.10時間／10a

生産費 14,071円／10a

機械化の現状 ﾄﾗｸﾀｰ、ﾌﾟﾗｳ、ﾏﾆｭｱｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ、ｻﾌﾞｿｲﾗｰ、ﾛｰﾀﾘｰ、ｼｰﾀﾞｰ、汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝ、乾燥機、籾摺機、ｸﾞﾚｰﾀﾞｰ

作付体系 そば・大豆～麦～そば・大豆

経営上の割合等 玄そば販売平均8,000円／45kg＜対経営全体比：9%＞

出荷状況 ＪＡ常陸、そば店

技術上の工夫

○排水対策
・作付け前にサブソイラを入れ、湿害を回避するとともに、根を張りやすくして生育を
  促進させている。
○安定収量、安定品質への取組
・収穫後にプラウ耕を入れ、そば生育時に発生した雑草の種を埋没し、雑草の発生を抑
　制している。
・収量を確保するために適期播種を心がけている。
・作付け前に自家製のもみ殻堆肥を施用して、地力増進に努める。
・品質をみながら適宜種子更新を行う。
○コスト削減の取組
・播種作業を後期、播種、鎮圧まで一工程で行い、省力化を図っている。
・無肥料で栽培し、肥料コストを削減している。

経営上の特徴

○輪作体系
・15年程前に耕作放棄地解消のために、そばを導入した。その後基盤整備事業導入に伴
　い拡大させた麦、大豆の連作障害を改善するために、そばを入れた輪作体系を組み、
　そばの面積を倍以上に拡大してきた。
○地域活性化
・地産地消のため、地元のそば屋にも出荷し、消費拡大を図っている。

今後の課題

・地域活性化を目指し、地元のそば店への出荷率を高め、販路拡大を図る。
・適宜スマート農機の導入を図りながら、省力化による規模拡大を目指す。
・高温や病害虫への対策について、普及センターと情報交換をしながら安定生産に努め
  る。

農林水産大臣賞



氏名・集団名 農事組合法人越前
えちぜん

国中
くになか

　(代表理事　見
み

延
のべ

 喜久治
き く じ

）　　構成農家戸数＝12戸

所在地 福井県越前市

立地・生育条件
越前市は福井県嶺北地方の南部に位置。ほ場はほとんどが30aであり効率的に作業ができる。年平均気温15.4℃、
近年は温暖・集中的な大雨が多い。生育期間中に大雨があったものの、排水対策により影響は少なかった。

年産 令和４年産

品種・単収・品質 在来種（59kg／10a・1等）

そば作付面積 7.4ha　〈田7.4ha〉

収穫量 4,388kg

労働時間 5.07時間／10a

生産費 21,955円／10a

機械化の現状 ﾓｱ、ｻﾌﾞｿｲﾗｰ、ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ、ﾛｰﾀﾘｰ、施肥播種機、草刈機、汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝ

作付体系 水稲～大麦～そば（２年３作）、そば単作

経営上の割合等 玄そば販売平均9,945円／45kg＜対経営全体比4%＞

出荷状況 ㈱増田

技術上の工夫

〇排水対策
・大麦の明渠を手直しし、表面水の排水を行っている。
・そばの栽培は、これまで湿害を受け、収量が非常に不安定であった。そこで、福井県
　農業試験場で開発された播種直後の湿害を軽減する技術である「小畦立て播種」をい
　ち早く導入することで、湿害を軽減した。一方で、同技術は過乾燥にもなりやすいと
　いうデメリットもあることから、無降雨日が続きそうな年は、県丹南農林総合事務所
　と相談した上で、慣行播種も検討することとしている。
○品質改善への努力
・自家採取をやめ、品質の安定したJAの種子を採用している。
・環境に配慮し、鶏糞ペレットを活用した農薬不使用・化学合成肥料の不使用栽培を行
　っている。
・福井県では、帰化アサガオ類の発生が一部確認されており、ソバ圃場に一度侵入する
　と大きな被害をもたらすため、当法人では、毎年夏に県丹南農林総合事務所と協力し
　て、発生状況の現地確認を実施している。現在、帰化アサガオ類のソバ圃場への侵入
　はない。
・虫害対策は予察でフェロモントラップを設置し、農薬を散布しない。
・畦畔の草刈りを２回実施している。

経営上の特徴

〇作業効率化
・団地化により品種を管理しやすい環境を作っている。
・また、団地化により水の管理がしやすいため、周辺の農地とそばの排水管理もしやす
　くなっている。
・従業員の専従化を図っていることによって技術力が高く、作業効率に優れている。ま
　たベテランと若手のマンツーマン指導によって技術の継承も行っている。
〇地域活性化
・当組合で収穫されたそば粉を使用し、町内で三世代交流の場としてそば打ち体験や、
　そば打ち愛好家も招いて年越しそばを作るなどイベントを行った、そばを通じた集落
　の活性化や農業振興に努めている。
○法人活動の継続及び発展
・福井県の経営相談所を活用し、中小企業診断士を招いて経営相談し、経営　改善のア
  ドバイスを受けている。

今後の課題

・持続的に経営を行っていくために、次世代の若手農業者を育成に励んでいる。
・新たな雇用も視野にいれるとともに、必要に応じてスマート農業の導入も検討し、規
　模拡大を図る。
・組合内で、課題や今後の組織の方向性を検討し、組合の共通の認識として協議してい
　くことで、組織の経営発展に取り組んでいる。
・近年の異常気象により様々な被害（猛暑等）に適用していくために、行政との連携を
　図り、新たな営農技術等の導入や品種転換を行っていき、品質や収量の向上を目指
  す。

農林水産省農産局長賞



氏名・集団名 山
やま

　口
ぐち

　　修
しゅう

　司
じ

所在地 茨城県稲敷郡阿見町

立地・生育条件
阿見町は茨城県南部に位置し、霞ケ浦の南側。概ね平坦な地形で火山灰土土壌。年平均気温
16.7℃、年間降水量1,150mm。気温が高く日照量も多かったので登熟期間が長くなった。

年産 令和５年産

品種・単収・品質 常陸秋そば（99kg／10a・1等）

そば作付面積 10.2ha　〈田7.5ha・畑2.7ha〉

収穫量 10,125kg

労働時間 3.61時間／10a

生産費 43,289円／10a

機械化の現状 ﾌﾟﾗｿｲﾗｰ、播種同時施肥機、ﾛｰﾀﾘｰ、ｼｰﾀﾞｰ、汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝ、乾燥機、粗選機、籾摺機、ｸﾞﾚｰﾀﾞｰ

作付体系 そば単作

経営上の割合等 玄そば販売平均13,500円／45kg＜対経営全体比：42%＞

出荷状況 ＪＡ水郷つくば

一般社団法人全国農業協同組合中央会会長賞



氏名・集団名 株式会社天下森
て ん が も り

振興公社　(代表取締役社長　白澤
しらさわ

 進
すすむ

）　　構成農家戸数＝130戸

所在地 秋田県横手市

立地・生育条件
ほ場のある増田町狙半内地区は横手市の最南端・南東部に位置。四方を山で囲まれた典型的
な中山間地区。年平均気温11.2℃、降水量1,737mm。夏そば：降雨、秋そば：干ばつの影響。

年産 令和５年産

品種・単収・品質 階上早生（30kg／10a・1等、2等）

そば作付面積 86.4ha　〈田83.4ha・畑3.0ha〉

収穫量 25,925kg

労働時間 8.42時間／10a

生産費 58,325円／10a

機械化の現状 動力噴霧器、ﾄﾗｸﾀｰ、ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀｰ、刈払機、ﾊﾞｯｸﾎｰ、汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝ、乾燥機

作付体系 夏そば～秋そば～翌年休耕～秋そば

経営上の割合等 玄そば販売平均8,300円/45kg＜対経営全体比：41%＞

出荷状況 製粉会社、商社、そば店及びそば加工品販売

全国蕎麦製粉協同組合理事長賞



氏名・集団名 太田
お お た

ｅｎｊｏｙ農
のう

楽
がく

舎
しゃ

　（代表　山路
や ま じ

　俊彦
としひこ

）　　構成農家戸数＝22戸

所在地 福井県三方郡美浜町

立地・生育条件
美浜町太田は福井県嶺南地方の東部に位置。比較的水はけの良い土壌の平坦部と粘土質の土壌である中山間地。年
平均気温15.6℃、年間降水量1,821mm。近年は温暖化による日照りと台風等の大雨に悩まされている。

年産 令和５年産

品種・単収・品質 大野在来（31kg／10a・1等）

そば作付面積 6.3ha　〈田6.3ha〉

収穫量 1,958kg

労働時間 11.62時間／10a

生産費 22,460円／10a

機械化の現状 ﾄﾗｸﾀｰ、ﾓｱ、ﾛｰﾀﾘｰ、動力散布機、ﾄﾗｸﾀｰ、うね立機、草刈機、汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝ、乾燥機、籾摺機、石抜機、ｸﾞﾚｰﾀﾞｰ

作付体系 そば～稲作～そば

経営上の割合等 玄そば販売平均6,600円／45k＜対経営全体比44%＞

出荷状況 ＪＡ福井県、加工品他

一般社団法人日本蕎麦協会会長賞


